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新中期経営計画新中期経営計画新中期経営計画新中期経営計画の視点の視点の視点の視点

1979年年年年9月～月～月～月～2011年年年年3月月月月

創業・成長期創業・成長期創業・成長期創業・成長期 飛躍期飛躍期飛躍期飛躍期

2011年年年年4月～月～月～月～2016年年年年3月月月月

1.1.1.1. 寮事業モデルの基盤構築寮事業モデルの基盤構築寮事業モデルの基盤構築寮事業モデルの基盤構築

2.2.2.2. ホテル事業の立ち上げホテル事業の立ち上げホテル事業の立ち上げホテル事業の立ち上げ

3.3.3.3. 株式公開株式公開株式公開株式公開

4.4.4.4. 経営基盤づくり経営基盤づくり経営基盤づくり経営基盤づくり

1.1.1.1. 寮事業モデルの見直し寮事業モデルの見直し寮事業モデルの見直し寮事業モデルの見直し

2.2.2.2.ホテル事業の投資回収ホテル事業の投資回収ホテル事業の投資回収ホテル事業の投資回収

3.3.3.3.第３の柱となる事業の育成第３の柱となる事業の育成第３の柱となる事業の育成第３の柱となる事業の育成

4.4.4.4.経営基盤の強化経営基盤の強化経営基盤の強化経営基盤の強化

20112011 20122012 20132013 20142014 20152015

本経営計画の期間本経営計画の期間本経営計画の期間本経営計画の期間
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重点施策重点施策

・寮事業の構造改革の仕上げと新たな成長戦略の遂行

・収穫期入りしたホテル事業の収益拡大の加速

・第三の柱となる新規事業の育成

・人材育成と適正配置

収益計画収益計画

第37期（2016年３月期）

売上高 1,350億円

営業利益 110億円

経常利益 90億円

当期純利益 45億円

中期経営計画の基本的な考え方中期経営計画の基本的な考え方中期経営計画の基本的な考え方中期経営計画の基本的な考え方

Kyoritsu Value Up Plan!

構造改革から新たな飛躍に向けて
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単位：百万円
経常利益5,641百万円の改善

（１１／３期比）
経常利益5,641百万円の改善

（１１／３期比）

経常利益の推移

収益目標収益目標収益目標収益目標

コア事業の成長を加速させ、経常利益コア事業の成長を加速させ、経常利益コア事業の成長を加速させ、経常利益コア事業の成長を加速させ、経常利益100100100100億円企業を目指す億円企業を目指す億円企業を目指す億円企業を目指す

Kyoritsu Value Up Plan!

実績実績実績実績 計画計画計画計画
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【【【【戦略戦略戦略戦略】】】】

� お客様ニーズに基づくピンポイント開発お客様ニーズに基づくピンポイント開発お客様ニーズに基づくピンポイント開発お客様ニーズに基づくピンポイント開発

学校様の立地や企業様のニーズに応じたピン学校様の立地や企業様のニーズに応じたピン学校様の立地や企業様のニーズに応じたピン学校様の立地や企業様のニーズに応じたピン
ポイント開発。ポイント開発。ポイント開発。ポイント開発。

� １棟毎の立地１棟毎の立地１棟毎の立地１棟毎の立地、、、、スペックスペックスペックスペック等等等等に応じた戦略的スクラッに応じた戦略的スクラッに応じた戦略的スクラッに応じた戦略的スクラッ
ププププforforforforビルドビルドビルドビルド

新帳票「個別状況・対策シート」により、棟別の新帳票「個別状況・対策シート」により、棟別の新帳票「個別状況・対策シート」により、棟別の新帳票「個別状況・対策シート」により、棟別の
運営方針を策定、抜本的な収益構造の見直し運営方針を策定、抜本的な収益構造の見直し運営方針を策定、抜本的な収益構造の見直し運営方針を策定、抜本的な収益構造の見直し
を図る。を図る。を図る。を図る。

� ワンルームニーズの積極的取り込みワンルームニーズの積極的取り込みワンルームニーズの積極的取り込みワンルームニーズの積極的取り込み

新商品「ハイドミール」によりドミール契約室数を新商品「ハイドミール」によりドミール契約室数を新商品「ハイドミール」によりドミール契約室数を新商品「ハイドミール」によりドミール契約室数を
飛躍的に増加飛躍的に増加飛躍的に増加飛躍的に増加。（中計期間中。（中計期間中。（中計期間中。（中計期間中 約約約約3,0003,0003,0003,000室増加）室増加）室増加）室増加）

� 新たな付加価値の提案新たな付加価値の提案新たな付加価値の提案新たな付加価値の提案

入寮のお客様等を対象に「ドーミー倶楽部」を設入寮のお客様等を対象に「ドーミー倶楽部」を設入寮のお客様等を対象に「ドーミー倶楽部」を設入寮のお客様等を対象に「ドーミー倶楽部」を設
立、従来の「食」「住」に「＋立、従来の「食」「住」に「＋立、従来の「食」「住」に「＋立、従来の「食」「住」に「＋αααα」の場を提供。」の場を提供。」の場を提供。」の場を提供。

単位：室数
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ビジネスホテル定員数ビジネスホテル定員数

リゾートホテル定員数リゾートホテル定員数
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ホテル事業の成長戦略ホテル事業の成長戦略ホテル事業の成長戦略ホテル事業の成長戦略

【【【【戦略戦略戦略戦略】】】】

ビジネスビジネスビジネスビジネス

� ブランディングブランディングブランディングブランディング

施設毎の立地・スペック等に基づき「スタンダー施設毎の立地・スペック等に基づき「スタンダー施設毎の立地・スペック等に基づき「スタンダー施設毎の立地・スペック等に基づき「スタンダー
ド」、「ド」、「ド」、「ド」、「PREMIUMPREMIUMPREMIUMPREMIUM」、「」、「」、「」、「EXPRESSEXPRESSEXPRESSEXPRESS」、「」、「」、「」、「WEEKLYWEEKLYWEEKLYWEEKLY」分」分」分」分
類を再仕訳。同一ブランド内の品質を均質化す類を再仕訳。同一ブランド内の品質を均質化す類を再仕訳。同一ブランド内の品質を均質化す類を再仕訳。同一ブランド内の品質を均質化す
るとともに、施設のポテンシャルを最大化する。るとともに、施設のポテンシャルを最大化する。るとともに、施設のポテンシャルを最大化する。るとともに、施設のポテンシャルを最大化する。

� 海外展開海外展開海外展開海外展開

成長著しいアジア圏の需要の取り込みにより成成長著しいアジア圏の需要の取り込みにより成成長著しいアジア圏の需要の取り込みにより成成長著しいアジア圏の需要の取り込みにより成
長を加速。またグローバル化によるブランド力、長を加速。またグローバル化によるブランド力、長を加速。またグローバル化によるブランド力、長を加速。またグローバル化によるブランド力、
認知度の更なる向上を目指す。認知度の更なる向上を目指す。認知度の更なる向上を目指す。認知度の更なる向上を目指す。

リゾートリゾートリゾートリゾート

� リピーター対策リピーター対策リピーター対策リピーター対策

顧客の期待値を超える「サプライズ」の提供によ顧客の期待値を超える「サプライズ」の提供によ顧客の期待値を超える「サプライズ」の提供によ顧客の期待値を超える「サプライズ」の提供によ
り顧客満足度を更に引き上げ。り顧客満足度を更に引き上げ。り顧客満足度を更に引き上げ。り顧客満足度を更に引き上げ。

� 収益収益収益収益構造の抜本改革構造の抜本改革構造の抜本改革構造の抜本改革

平均単価の向上と労働生産性の改善。平均単価の向上と労働生産性の改善。平均単価の向上と労働生産性の改善。平均単価の向上と労働生産性の改善。

Kyoritsu Value Up Plan! 6
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その他事業の収益改善と新規事業の育成その他事業の収益改善と新規事業の育成その他事業の収益改善と新規事業の育成その他事業の収益改善と新規事業の育成

Kyoritsu Value Up Plan!

【【【【戦略戦略戦略戦略】】】】

� 総合ビルマネジメント事業（総合ビルマネジメント事業（総合ビルマネジメント事業（総合ビルマネジメント事業（+389+389+389+389百万円）百万円）百万円）百万円）

本業回帰。品質管理とコスト削減の徹底。本業回帰。品質管理とコスト削減の徹底。本業回帰。品質管理とコスト削減の徹底。本業回帰。品質管理とコスト削減の徹底。

� デベロップメント事業（デベロップメント事業（デベロップメント事業（デベロップメント事業（+202+202+202+202百万円）百万円）百万円）百万円）

本中期経営計画の柱となる「開発」部門を担う本中期経営計画の柱となる「開発」部門を担う本中期経営計画の柱となる「開発」部門を担う本中期経営計画の柱となる「開発」部門を担う
会社として体制を強化。事業部との両輪で計画会社として体制を強化。事業部との両輪で計画会社として体制を強化。事業部との両輪で計画会社として体制を強化。事業部との両輪で計画
を牽引。を牽引。を牽引。を牽引。

� ＰＫＰ事業（ＰＫＰ事業（ＰＫＰ事業（ＰＫＰ事業（+286+286+286+286百万円）百万円）百万円）百万円）

全国約全国約全国約全国約900900900900の自治体を重点対象として営業強の自治体を重点対象として営業強の自治体を重点対象として営業強の自治体を重点対象として営業強
化、受託実績自治体の業務拡大（点の拡大）と化、受託実績自治体の業務拡大（点の拡大）と化、受託実績自治体の業務拡大（点の拡大）と化、受託実績自治体の業務拡大（点の拡大）と
周辺自治体への波及拡大（面の拡大）により、周辺自治体への波及拡大（面の拡大）により、周辺自治体への波及拡大（面の拡大）により、周辺自治体への波及拡大（面の拡大）により、
次世代の中核事業として育成。次世代の中核事業として育成。次世代の中核事業として育成。次世代の中核事業として育成。

� フーズ事業（フーズ事業（フーズ事業（フーズ事業（+211+211+211+211百万円）百万円）百万円）百万円）

事業所毎の抜本的収益改善に取組む。事業所毎の抜本的収益改善に取組む。事業所毎の抜本的収益改善に取組む。事業所毎の抜本的収益改善に取組む。

� ウェルネスライフ事業、他（ウェルネスライフ事業、他（ウェルネスライフ事業、他（ウェルネスライフ事業、他（+84+84+84+84百万円）百万円）百万円）百万円）

介護型施設のビジネスモデルを構築、拡大する介護型施設のビジネスモデルを構築、拡大する介護型施設のビジネスモデルを構築、拡大する介護型施設のビジネスモデルを構築、拡大する
高齢者マーケット進出の基盤を確立。高齢者マーケット進出の基盤を確立。高齢者マーケット進出の基盤を確立。高齢者マーケット進出の基盤を確立。

その他事業の営業利益計画その他事業の営業利益計画
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• 地方自治体マーケット
– 全国約1,700地方自治体において、民間委託が可能な業務に従事する職員数は、正職員10万人 臨時職員50万人。

→金額換算すると年間約2兆円の市場規模。

– 人口30万人未満の市町村は「包括委託」の対象。人口30万人以上の中核都市は、大型案件、部分委託の対象。

• 自治体側のニーズ
– 行政運営コストの削減 ： ①職員数の削減、②地方交通網整備、③第三セクター・公社の整備または廃止

• 当社基本戦略
1. コンサルティング、制度設計から業務委託まで一貫受託

2. 車両運行から施設運営まで複数業務を一括受託

• 受託業務内容
– 施設運営管理（学校給食、図書館等）

– 車両運行管理（スクールバス、公用車等）

– 地域活性化支援（温浴・宿泊施設等）

• 実績（2011年11月30日現在）
– 受託実績自治体数 14自治体

うち、包括受託先 2自治体

（北海道湧別町、和歌山県日高川町）

– 受託施設数36件 / 受託件数357台・人

PKPPKPPKPPKP（（（（Public Kyoritsu PartnershipPublic Kyoritsu PartnershipPublic Kyoritsu PartnershipPublic Kyoritsu Partnership）事業の展望）事業の展望）事業の展望）事業の展望

行財政改革のパートナーとして行財政改革のパートナーとして行財政改革のパートナーとして行財政改革のパートナーとして

包括的な業務の受託を提案包括的な業務の受託を提案包括的な業務の受託を提案包括的な業務の受託を提案

（百万円）

売上合計

売上総利益

(利益率)

事業所利益

(利益率) － 2.1% 3.7% 3.7% 4.6%

346 606▲176 73 231

7.4% 10.0% 10.0% 10.0% 10.0%

74 343 631 946 1,306

1,004 3,438 6,318 9,468 13,068

既存分 1,004 3,438 6,318 9,468

期中増 1,004 2,434 2,880 3,150 3,600

4,567受託累計（台・人） 404 1,372 2,317 3,397

(計画) (計画) (計画) (計画) (計画)
H24/3期 H25/3期 H26/3期 H27/3期 H28/3期
33期 34期 35期 36期 37期

◆業績計画

Kyoritsu Value Up Plan! 8
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Kyoritsu Value Up Plan!

実績実績実績実績

実績実績実績実績

単位：百万円
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Kyoritsu Value Up Plan!

業績業績業績業績計画計画計画計画

初年度 2年目 3年目 4年目 5年目 （百万円）

第32期（実績） 第33期（計画） 第34期（計画） 第35期（計画） 第36期（計画） 第37期（計画）

2011/3期 2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期

売上高 84,983 92,000 97,855 108,446 120,867 137,707 10.1%

寮事業 38,599 39,889 40,779 42,486 44,573 47,544 4.3%

ホテル事業 30,275 31,792 36,383 40,658 45,675 51,880 11.4%

ドーミーイン（海外含む） 14,378 15,397 16,962 19,570 22,982 26,793 13.3%

リゾート 15,897 16,395 19,421 21,088 22,693 25,087 9.6%

その他事業 26,555 29,986 30,670 35,590 41,533 49,740 13.4%

▲ 10,446 ▲ 9,667 ▲ 9,977 ▲ 10,288 ▲ 10,914 ▲ 11,457 1.9%

営業利益 4,610 4,850 6,301 7,767 9,030 11,030 19.1%

寮事業 5,842 6,135 6,452 6,878 7,103 7,462 5.0%

ホテル事業 336 387 1,372 2,257 3,115 4,401 67.3%

イン 235 657 762 1,367 1,766 2,386 59.0%

リゾート 101 ▲ 271 610 890 1,349 2,015 82.0%

その他事業 165 454 493 649 928 1,336 51.9%

▲ 1,733 ▲ 2,126 ▲ 2,016 ▲ 2,017 ▲ 2,116 ▲ 2,169 4.6%

経常利益 3,308 3,500 4,831 6,156 7,208 8,949 22.0%

当期純利益 1,052 1,430 2,263 2,912 3,428 4,269 32.3%

総資産 141,314 127,190 126,228 129,090 133,441 136,240 -0.7%

純資産 30,166 31,293 32,280 33,755 35,761 38,382 4.9%

現預金 27,855 12,929 12,698 13,099 13,689 14,567 -12.2%

有利子負債 83,031 65,780 63,366 63,483 65,025 62,791 -5.4%

消去又は全社

消去又は全社

CAGR
（5年間）
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Kyoritsu Value Up Plan!

前提条件前提条件前提条件前提条件

棟 室 棟 室 棟 室 棟 室 棟 室

寮（学生寮・社員寮） 8 783 5 576 10 1,000 11 1,100 13 1,300

ドミール（ワンルーム） 4 155 3 134 2 250 9 900 17 1,700

ドーミーイン（海外含む） 3 445 6 980 4 758 7 1,394 7 1,394

リゾート 1 129 1 28 3 160 2 118 2 189

設備投資

減価償却費

寮（期初）

寮（期中平均）

ドーミーイン（海外含む）

リゾート

ドーミーイン（海外含む）

リゾート

寮（学生寮・社員寮・ドミール）

ドーミーイン

リゾート

（注）寮（学生寮・社員寮・ドミール）の定員数は、各期の期初の数値。

36,016室 38,516室

1,920室

定定定定
員員員員
数数数数

10,648室

2,198室

12,042室

2,387室

32,416室

8,496室 9,254室

2,080室

34,116室32,062室

7,516室

1,892室

客客客客
単単単単
価価価価

77.9% 76.9%

3,602百万円 3,734百万円

稼稼稼稼
働働働働
率率率率

16,515円 16,939円

91.5% 93.0%

4,093百万円

70.2%

5,835円 5,911円 6,213円 6,399円 6,540円

3,831百万円 4,113百万円 4,501百万円

72.2% 72.9% 72.2% 71.1%

97.0% 97.0%

開開開開
発発発発
計計計計
画画画画

4,700百万円 2,745百万円 4,444百万円 5,661百万円

17,613円 18,061円

77.8%76.7% 77.3%

18,684円

93.0% 93.0% 93.0%

95.3% 97.0% 97.0%

初年度 2年目 3年目 4年目 5年目

2014/3期 2015/3期 2016/3期

第33期（計画） 第34期（計画） 第35期（計画） 第36期（計画） 第37期（計画）

2012/3期 2013/3期
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本資料の内容に関しては、万全を期しておりますが、その内容の正確性、確実性、
妥当性及び公正性を保証するものではありません。本資料に記載された意見や予測
などは資料作成時点での弊社の判断であり、様々な要因の変化により、実際の業績
や結果とは大きく異なる可能性があることを御承知おき下さい。また、予告なしに
内容が変更又は廃止される場合がございます。


